
 

 
 

部長会議付議事案書（報告） 

（令和４年８月２３日） 

提案課名 環境共生課 

報告者名 谷 芳生 

事案名  脱炭素先行地域について 

有 

資料 

無 

提
案
趣
旨 

２０５０年ゼロカーボンシティの実現に向け、民生部門の脱炭素を牽引する

エリアを設定し、効果的に脱炭素を図ることで、市域全体への横展開を促進し

ていくため、国が選定する「脱炭素先行地域」に応募するものです。 

そこで、応募に向けては、秦野市、秦野ガス(株)、東京ガス(株)、小田急電

鉄(株)及び神奈川中央交通(株)と「地域脱炭素移行・再エネ推進交付金の活用

に関する基本合意書」を本年７月２０日に締結しました。 

ついては、本合意書に基づき、５者協議を重ね、脱炭素先行地域計画提案書

を作成しましたので、その概要を報告するものです。 

概 
 
 

要 

１ 提案全体のタイトル 

  (仮称)ゼロカーボンステーションからはじまる 新たなにぎわいとOMOTAN

（表丹沢）の魅力づくり ～秦野発！地域密着型・サステナブル

プロジェクト～ 

２ 脱炭素先行地域について 

  資料のとおり 

経 
 
 

過 

経 
 
 

過 
 令和４年７月１９日 ５者で「地域脱炭素移行・再エネ推進交付金の活用に

関する基本合意書」を締結することについて政策決定 

〃  ７月２０日 ５者による基本合意書の締結 

〃  ７月２２日～８月１６日 ５者協議（計７回予定） 

〃  ８月２３日 令和４年度（第２回）地球温暖化対策推進本部の開催 

計画提案書の報告（同日、本臨時部長会議に報告） 

今
後
の
進
め
方 

 令和４年８月２６日 関東地方環境事務所へ計画提案書を提出 

  〃  （未定）  評価委員会によるヒアリング 

  〃    秋   環境省による選定・公表 

 令和５年度 

～１２年度 計画提案書に定める個別事業に着手 

 

報告４ 
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１ 計画提案のタイトル

(仮称)ゼロカーボンステーションからはじまる
新たなにぎわいとOMOTAN(表丹沢)の魅力づくり

～秦野発！地域密着型・サステナブルプロジェクト～

２ 脱炭素先行地域（対象エリア）の設定

・小田急線４駅周辺エリア
・表丹沢・観光エリア

「脱炭素先行地域」について

脱炭素先行地域とは、2050年カーボンニュートラルに向け、全国で脱炭素ド

ミノを起こしていくための波及性の高いモデルケースとして、国が2025年までに少なく

とも100か所の選定を目指している地域のこと。

現在２回目の公募期間であることから、その選考に応募するものです。

令和４年８月２３日
秦野市・秦野ガス・東京ガス・小田急電鉄・神奈川中央交通

資 料
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(仮称)ゼロカーボンステーションからはじまる新たなにぎわいとOMOTAN(表丹沢)の魅力づくり
～秦野発！地域密着型・サステナブルプロジェクト～

 小田急線４駅周辺エリア
脱炭素を達成した駅「ゼロカーボンステーション」を起点として、街のにぎわい

や人々の行動変容を喚起する。

【対象となる施設等】

駅舎（鶴巻温泉・東海大学前・秦野・渋沢、テナント）、駅前広場、駅前商店街 等

【脱炭素に資する主な取組】

太陽光発電及び蓄電池の設置（屋根置き・鉄道遊休地）、鉄道回生電力の活用、４駅間の電

力融通、非化石証書付き電力への切替、MaaSや電子マネー等の検討・運用、啓発イベント等

 表丹沢観光エリア
山岳・里山アクティビティが充実する表丹沢の魅力に脱炭素を加えた「サステナ

ブルツーリズム」の構築により、地域活性化を図る。

【対象となる施設等】

表丹沢拠点施設（９施設）、ＥＶバス・タクシー・シェアリング（エリア間の移動等）、市

営駐車場 等

【脱炭素に資する主な取組】

太陽光発電及び蓄電池の設置（屋根置き・調整池・駐車場・駐輪場のカーポート）・ＥＶ充

電設備、非化石証書付き電力への切替、MaaSや電子マネー等の検討・運用、啓発イベント等
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 事業規模
【総事業費】

Ｒ５（2023）～Ｒ１２（2030）：約１０億円

【市関連事業費】

Ｒ５（2023）～Ｒ１２（2030）：約５億円（交付率内訳：１/３市単・２/３交付金）

【対象地域内で発電される再生可能エネルギー電力の供給量】

１，５６１，０００kWh/年

【二酸化炭素削減量】

６８８，４０１kg-CO2/年（市内民生業務部門排出量の「０.４８％」）

 事業実施スケジュール

Ｒ５(2023） Ｒ６(2024） Ｒ７(2025） Ｒ８(2026） Ｒ９(2027） R10（2028） R11（2029） R12(2030)

小田急電鉄(株)・駅周辺商店街との連携事業

(仮称)ゼロカーボンステーションからはじまる新たなにぎわいとOMOTAN(表丹沢)の魅力づくり
～秦野発！地域密着型・サステナブルプロジェクト～

3

共同事業者等への補助（2/3）
電力使用に
伴うCO2実質

ゼロ市有施設への太陽光発電設備設置

体
制
構
築

(

庁
内
・
事
業
者
と
の
連
携
）

各種調査
(設計・測量等)

運転・
検証
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渋沢駅

秦野駅

ＥＶ充電設備の利用やボランティア
活動などによって貯まる

ＣＮポイントが地域を循環

駅の脱炭素(ゼロカーボンステーション)
がにぎわいを呼び込み、サステナブル
ツーリズムによって、表丹沢の魅力・体
験が磨き上がる

駅周辺商店街 鶴巻
温泉駅

東海大
学前駅

駅周辺商店街
駅周辺商店街 駅周辺商店街

脱炭素先行地域「小田急線４駅周辺・表丹沢・観光エリア」の絵姿

カーボンニュートラル

小田急４駅周辺エリア

表丹沢観光エリア

4

(仮称)ゼロカーボンステーションからはじまる新たなにぎわいとOMOTAN(表丹沢)の魅力づくり
～秦野発！地域密着型・サステナブルプロジェクト～
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